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　Etcujima line was built in 1929, to separate 6 km line from kameido station to shiohama of koto ward to 
east side and west side.
At that time, it was active in distribution of north side and south side of koto. Now, hardly used. It would not 
be used in the future. Koto ward developes a policy of LRT plan, but it is Tokyo metropolitan's issue that to 
consuit the convenience of the public kills the working of nature and life. Ground　and locality was lost 
by repeating scrap and build in bubble economy is countless. I propose the line piercing 6 km 
city make public spase by utilizing. I imagine the future of the line lives and cares for people by 
focusing 6 points in 6 km line.
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site2 大島モデル
1929 年に建設された越中島支線は、江東区区間である亀戸駅
から塩浜までのおよそ 6km を東側と西側に分離した。当時は江
東区の北と南の流通に活躍したが、現代では、ほとんど使われ
ていない。今後無くなることは必至である。区の方針では LRT
計画がでているが、便宜を図ることで失われる自然や人の営み
は都内の問題ではなかろうか。バブル期にスクラップ & ビルド
を繰り返し失われた文化や土地柄は数えきれない。今の状態を
最大限に活かし、6km という都会を貫くこの支線を活かした
人々のパブリックスペースを提案する。6km の線状の特に 6 ヶ
所に着目し、住民と寄り添いながら生きる支線の未来を描きた
い。
敷地は江東区、越中島支線。
1929 年に江東区の南北運輸経路として街を完全に東西に分断した貨物専用鉄道である。
およそ、6 キロに渡り江東区を分断していて、今ではほぼ使われていない。
将来なくなることは確実な非電化単線の街のネガティヴインフラであり、
江東区は元々江戸時代に埋め立てて出来た街でコンタなしのゼロセットが続く街でもある。人工的にできた街ゆえに歴史、文化など、比較的近代現代に依存していて、ヴァナキュ
ラーとは無縁である。
だが、出来てしまった街、鉄道を否定はしない。
むしろ、ポジティブに捉え現状の街から魅力を引き出し、鉄道を街のブランディングの線状に返していく。
歴史なき歴史はもうずっとある議論ですが、そこにこれから歴史を付加していきつつ脱却するキーワードとして、現状の江東区の中でも特異的な場所を 6 箇所選択し、それらの特
異的な地点のマテリアルを建築化することとする。
例えば、
下町っぽさ
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工場っぽさ
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というように、ぽさに着目して街を越中島支線跡で線状に繋ぐ。
ぽさっの定義は、ゴットフリードゼンパーの、テクトニックとステレオトミックの議論から、現代のマテリアリティにはコスメティックという造語があてはまるだろうと考えた論
である。
線状の繋ぎ方は、跡地をつかったサイクリングロードの整備と歩行者専用道路の併設。
6km という距離をポジティブに捉えると、自転車好きには往復 12km で 30-60 分区間と、街を全貌しながらサイクリングできるいい距離だし、歩行者にとっては、1,2km 毎に違
うマテリアルの風景と場所が体験できる新しい都市の線になると考えている。
インフラを自動車ではなく、歩行者や自転車が勝つような風景を想像する事にした。
2:土手っぽさ 4:緑道っぽさ 5:工場っぽさ 6:果てっぽさ1:新旧の下町ぽさ 3:水辺っぽさ
（っぽさ）：
日常の（っぽさ）から今までなかったパブリックな建築を考える。（っぽい）といった街のプロパティを読み取り形の手がかりにした。特に6つの地点において江東区の南北における特色が見られた。6つの地点を繋ぐ越中島支線にはサイクリングロードと歩行者通路を整備し、地点と線、
静と動が造りゆく都市の風景を模索する。
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6km を 25 ショットに分割し、風景の考察する マスタープラン
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